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種 類 H19 使用量 H22 使用量 H19 排出量
（kg-CO2）

H22 排出量
（kg-CO2） 比較（％）

ガソリン 32,502 ℓ 31,333 ℓ 75,459 72,744 △ 3.60
灯 油 161,415 ℓ 170,233 ℓ 401,840 423,792 5.46
軽 油 87,878 ℓ 116,153 ℓ 230,174 304,233 32.18

Ａ重油 57,500 ℓ 41,500 ℓ 155,804 112,450 △ 27.83
液化石油ガス（LPG） 8,330 kg 8,193 kg 24,992 24,581 △ 1.64

電気使用量 3,004,986 kwh 3,736,851 kwh 1,667,767 2,073952 24.36
合 計 2,556,036 3,011,753 17.83

種 類 増減率（％） 主な要因

軽 油 32.18
・「優良堆肥製造施設」ダンプ・ローダの使用増
・「体験交流館」バスの使用増
・「町除雪車」の出動回数増

電気使用量 24.36 ・「優良堆肥製造施設」の使用増
・「体験交流館」の使用増

灯 油 5.46 ・「体験交流館」の使用増
液化石油ガス（LPG） △ 1.64 ・「中学校」での調理、給湯への使用減

ガソリン △ 3.60 ・公用車のハイブリッドカー・低燃費車への更新による減
Ａ重油 △ 27.83 ・役場庁舎の冷暖房使用管理による減

※注１　町の施設
実行計画の中で対象としているの
は、役場庁舎・水防センター・農
村環境改善センター・優良堆肥製
造施設・体験交流館・ふるさと歴
史館・むかし体験館・水道施設・
下水道施設・保育所・幼稚園・小
学校・中学校です。今回はその合
計値を集計しました。実行計画で
は指定管理者制度で外部委託して
いる町の施設は対象外としており、
指定管理者には可能な限り実行計
画の趣旨に沿った取り組みを実践
するように要請しています。
※注２　温室効果ガス
地球を暖める温室効果の性質を持
つ気体のこと。京都議定書では、
二酸化炭素（CO2）・メタン（CH4）・
一酸化窒素（N2O）・ハイドロフ
ルオロカーボン（HFC）・パーフル
オロカーボン（PFC）・六フッ化硫
黄（SF6）の６種類を温室効果ガス
の規制対象としています。

表２　種類別の二酸化炭素排出量増減の主な要因
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表１　種類別の使用量と二酸化炭素排出量

0.01~0.09 mSv
1,542 人、86.43％

0.01 mSv 未満
218 人、12.22％

0.10~0.19 mSv
20 人、1.12％

0.20~0.29 mSv
３人、0.17％

0.30 mSv 以上
１人、0.06％

測定値（mSv） 人数 割合（％）
0.01 以下 218 人 12.22

0.01 ～ 0.09 1,542 人 86.43
0.10 ～ 0.19 20 人 1.12
0.20 ～ 0.29 3 人 0.17

0.30 以上 1 人 0.06
合計 1,784 人 100.0
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※今回測定した結果から１年間の推計累積積算量を計算する場合
　上記結果数値　÷　60 日（装着日数）　×　365 日　＝　10 月以降１年間の推計累積積算量
　（計算例）　0.16mSv ÷ 60 日（装着日数）× 365 日＝ 0.97mSv
　●途中から申し込みをした人は、装着日数を確認し計算してください。

測定値ごとの人数と割合

昨年の 10 月、第１回の線量計配布の様子


